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ＨＰ・メールニュース<№10>
2011年９月８日
いよいよ商工交流・研究集会まであと10日となりました。6日時点での参加申込みは1１０３人となり、いつもながらの尻あがりの駆け込み申し込みで登録・受付もてんやわんやになってきています。しかし、駆け込みも大歓迎です。ただし、移動分科会は、予定定員をこえましたので締め切りましたが、他の分科会は、まだまだ滑り込みＯＫです。

予稿集に掲載される報告原稿もはちきれんばかりに充実してきています。「この予稿を手にいれるだけでも参加した値打ちがあるな」と身内からですが声があがるほどです。

混迷と激動の政治経済情勢のなかだけに、大局的な展望もつかみ、元気のでる研究集会として大きく成功させるため、もうひとまわりの参加のお誘いをお願いします。


異常円高で生産拠点の海外移転や部品輸入の動きが加速しており、その影響は国内産業全体に及ぶことが懸念されます。円高・空洞化対策は待ったなしですが、財界はＴＰＰ（環太平洋連携協定）参加を執拗に求めており、野田新政権も同調する気配です。

東日本大震災からの地域復興をめざす取り組みを台無しにするＴＰＰはなんとしても阻止しなければなりませんが、ますます国際化がすすむなかで、日本の経済力を支えてきた産業集積の展望をどのように拓くか、この難しい課題をこの分科会では考えます。

東京・大田区の蒲田民商の工業部長の佐々木さんが大田の実態について報告します。大田区の不況打開実行委員会では、「不況打開と機械金属工場地帯を守り、商店街と地域経済の活性化をめざす」運動を共同ですすめてきました。そして、「ものづくり経営革新緊急支援事業」の継続と規模拡大、家賃補助などを求めて行くと同時に、ネットワークの再構築や大田区の特性を生かした再生可能エネルギー技術・製品化に向けた支援を求め、その分野に挑戦しようとしています。佐々木さんは、この間の政策提言や施策実現に向けた運動について報告をします。
ネットワーク化・共同化も大事なポイントです。この点では、大阪の「ネットワークグループＨＩＴ」の副代表の平山星弘さんが「ＨＩＴの挑戦」と題して報告します。ＨＩＴは「地域産業の空洞化が声高に叫ばれ、地域産業の衰退が心配」されるなか、経営資源に乏しく、いろいろな面で余裕の無い零細な企業が危機感を共有しながらグループ活動をすすめてきました。その１５年間の紆余曲折の取り組みを通じ、グループ活動の意義とメリット、ＨＩＴが到達したグループ活動継続の条件などについて報告します。
また、下請けからの脱却、製品開発も長年の課題ですが、新製品開発については「ループ流式マイクロバブル発生新型ノズル」の開発・製品化に成功した松永大さん（左・写真）が報告します。松永さんは機械設計屋さんですが、『牡蠣の養殖』で知られるようになったマイクロバブルの発生装置を開発しました。松永さんは「マイクロバブルには動植物を活性化させる力が非常に大きい。自然環境を回復されるこの効果は、広い分野で普及が期待される」と話します。
□研究者・助言者のみなさん、参加者と大いに交流を

参加者交流会（17日午後6時30分より）は、研究者の先生方や各分野から協力して頂いている助言者のみなさん、全国からの参加者と気軽に交流できる場です。
　立食パーティー式で、飲み放題です。参加についてはまだ余裕がありますので、積極的にご参加ください。14日までにお申込ください。
************《参加申し込みについて》まだ間に合います！***************
１、日時・開催場所：第１日：９月17日（土）　12：30～　〔会場：埼玉会館　他〕
【全体会】問題提起・特別報告　基調講演：吉田敬一（駒澤大学教授）

【パネルディスカッション】　15：00~18：00

　　　Ａ「だれのための復興か―東日本大震災ビジョンを問う」

　　　Ｂ「脱原発、自然エネルギーで地域の再生へ―中小業者の役割発揮を」

　　　Ｃ「ＴＰＰと中小業者」

【参加者交流会】18：30～（ワシントンホテル）　参加費：５千円

第２日：９月18日（日）9：00~15：00：14分科会と移動分科会〔会場：埼玉会館他〕

２、参加費　　２日間：10,000円、学生・院生3,000円
問合せ・参加申込は民商・全商連まで。参加申込用紙・リーフレットをお送りします。参加費を添えて実行委員会に申し込んでください。
実行委員会事務局：全商連☎03-3987-4391（代）
宿泊希望は、勤労者レクリェーション協会へ☎03-3984-0401
　　☆コンテンツ☆


・第１・ものづくりと産業集積の再生の課題


・参加者交流会にも気軽にどうぞ











【第１分科会】ものづくりと産業集積の再生の課題


　　－グローバル化のもとでの地域再生と集積の課題


【助言者】　近藤義晴さん（兵庫県中小商工業研究所）





第17回中小商工業全国交流・研究集会


住民・中小業者主体で持続可能な地域社会の構築を


－グローバル化新時代の課題－　











　　











